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ワンコイン浸水センサ実証実験で使用されている主な浸水センサ

センサ部拡大

京セラコミュニケーションシス
テム（株）／マスプロ電工(株)
／ゼロスペック(株)

計測部・
通信装置

応用地質（株）

計測部

通信装置

計測部拡大

リプロ（株）

通信
装置

計測部

エヌエスティ・グローバリスト（株）

計測部拡大

通信装置

計測部

NTTインフラネット（株）

計測部拡大

通信
装置

計測部

太平洋工業（株）

計測部

計測部拡大

ニタコンサルタント（株）
／SCSK(株)

センサ部拡大

光陽無線（株）／太陽誘電（株）

センサ部

1

計測部

計測部・
通信装置

計測部

計測部拡大

通信装置

旭光電機（株）

計測部・
通信装置
拡大

計測部・
通信装置

分離型 一体型 分離型 一体型 分離型

一体型 分離型 分離型 分離型 一体型



センサメーカ 製品の特徴 通信方式 商用電源 電池寿命
電池交換

可否
検知方式

浸水判定
場所

機器構成

1台あたり
イニシャル

コスト
（円：税抜）

1台あたり
年額

ランニング
コスト

（円：税抜）

光陽無線（株）
/太陽誘電（株）

タイプ1
センサが小型で邪魔になりにくい
（縁石などにも設置可能）

LTE 必要 8年
（センサ）

不可 電波式 サーバ 67,000 30,000

タイプ2
電源不要、簡単設置（壁面や柱への固定）
1台で4段階検知

LTE-M 不要 7年
（センサ）

不可
接触式

（電極式）
センサ 111,000 42,000

太平洋工業（株）

・1台で20段階（2m高さを10cm刻みの場合）の水位を検知
・約90秒間隔で自動計測・送信し、浸水の進行をリアルタイムに把握できます。
・長寿命 ・メール通知可能
・圧力式のため、ゴミ等での誤検知のリスクが低く、基本的にメンテナンスフリー

LTE 必要 10年
（センサ）

不可 圧力式 サーバ 51,000 4,800

リプロ（株） P6製品URLを参照
LPWA

( Sigfox )
不要 5年

（センサ）
可

接触式
（電極式）

センサ
50,000

～
60,000

12,000

NTTインフラネット（株）

・フロート式センサによる確実な浸水検知を実施します

・一定時間以上フロート式センサが浮き上がることで浸水検知と判断し、水しぶき
や外部影響による一時的な水の流入による誤検知を防ぎます。
・コンパクトなセンサにより、設置場所を柔軟に検討いただけます。

LTE 不要 5年
（通信装置）

可 フロート式 センサ 50,000 7,320

京セラコミュニケーショ
ンシステム（株））
/マスプロ電工（株）
/ゼロスペック（株）

①低コストで利用可能
②浸水を早期発見
・浸水の検知/解消時間の設定は有償で変更可能
③浸水状況を遠隔監視
・SUIJINアプリを併用することで、浸水検知時にアラート通知を受取れる
④基本的にメンテナンスフリー
・コイン電池で稼働するため、本体設置後はすぐに利用可能
・設置作業は容易なため、お客様にて設置可能

Sigfox 不要 5年
（センサ）

不可 接触式 センサ

7,000
※10台から販売

※諸経費として
上記に加え、

10台あたり
100,000円～

6,000

ニタコンサルタント
（株）/
SCSK（株）

・リアルタイムに浸水を検知
・1台の通信装置にて複数のセンサを検知
・1回線で中継機を介して広範囲を検知可能
・(側溝)グレーチングに設置も可能
・中継機を介することで山奥などLTE電波の届かない場所での利用が可能
・壁面にネジ止め、ポールにポールバンドで取付可能
・センサ(検知部)のみ交換が可能

特定小電力
無線

（ARIB STD-T108 
準拠）

必要
(通信装置のみ）

不要
(通信部+浸水セ
ンサ/中継器)

5年
（センサ）

可
(ただし、設置

業社もしくは
メーカーにて
交換します)

接触式 センサ
121,000

～
160,000

72,000
or

78,000

応用地質（株）

・1台の通信機に対して、冠水検知水位を任意の高さに設定可能な最大3台(標準
は2台)のセンサが接続可能です。
・センサはフロート式を採用し、確実な水位検知が可能です。

・通信部内に電池が内蔵しており、商用電源が不要なため、大掛かりな作業は必
要なく、設置が簡単です。
・冠水(増水、越水、越流)を感知するとクラウドに冠水情報を送信し、あわせて管
理者にメールで通知します。
・一定時間(任意で設定可能)以上、フロート式センサが上昇することで冠水を検
知したと判断する誤検知防止機能があります。

LTE-M 不要 5年
（通信装置）

不可 フロート式 サーバ 190,000 20,000

エヌエスティ・グローバ
リスト（株）

広域無線エリア内であればゲートウェイ１台で、浸水センサ（通信装置込み）が
100台までの一元管理が可能。よって、月額ランニングコストが大幅削減。
例）ゲートウェイ：１台、浸水センサ：50台の年額ランニングコスト＝（3,600円）+
（2,400円×50台）＝123,600円

LoRa無線

不要
：観測点（センサ+

通信装置）

必要
：ゲートウェイ

3年
（センサ+子局

通信装置）

可 接触式 センサ
（+子局通信装置）

125,690～

通信：
3,600

サーバ：
2,400

旭光電機（株）

・センサと通信機器の一体型
・壁面にねじ止め、ポールにバンドで取付が可能
・設置には電気的な資格不要
・電池交換は各自治体様で実施
・メール通知機能

LTE-M 不要 3年
（センサ）

可
接触式

（電極式）
センサ 38,000

通信費：
6,000

サーバ費：
60,000 2

ワンコイン浸水センサ実証実験 機器情報比較表① ※イニシャルコスト、ランニングコストは令和8年度予定価格

・・・無線接続
・・・有線接続
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センサメーカ 設置に適さない場所 施工時の留意点 観測可能高さ

光陽無線（株）
/太陽誘電（株）

・通信性能に影響が出る場合があるため、金属や電波の遮蔽物（植物も含む）に囲われた場所、および囲
われることが想定される場所には設置しない

例：金属製BOX、コンクリート内部、草むら
・通信性能に影響が出る場合があるため、強いノイズを発生する場所で使用しない
・油・薬品などが直接飛散する場所で使用しない
・AC100Vが確保できない場所

・センサと通信装置が離れすぎると通信ができない
センサから、通信装置が直接見えていることを推奨

・お手持ちの携帯電話（使用しているSIMカードと同一通信業者のもの）」などで、設置場所の電波状況を確認いただく
・施工後に通信品質（受信電波強度など）を確認することを推奨

浸水検知したい高さで
任意に調整

・通信性能に影響が出る場合があるため、金属や電波の遮蔽物（植物も含む）に囲われた場所、および囲
われることが想定される場所には設置しない

例：金属製BOX、コンクリート内部、草むら
(センサ部をステンレスバンド等で固定することは問題ないが、通信部(銘板ラベル部分)については確実

に電波遮蔽物を避ける)
・通信性能に影響が出る場合があるため、強いノイズを発生する場所で使用しない
・油・薬品などが直接飛散する場所で使用しない

・設置後に雑草や虫などが製品内に侵入すると誤検知の原因となるため、製品下部にコンクリート板や防草シートを置
くことを推奨
・お手持ちの携帯電話（使用しているSIMカードと同一通信業者のもの）」などで、設置場所の電波状況を確認いただく
ことを推奨

・製品下端から3cm

太平洋工業（株）
・受信機のAC100 Vが確保しづらく、かつ日照条件が不十分な場所。

（ソーラー電源の提供が可能です[別途お見積り]）
・検知したい基準高さより10 cm低い位置にセンサを設置できない場所。

・検知したい基準高さより10 cm低い位置にセンサを設置してください。

・センサから受信機（通信装置）までの見通しが悪い場合は、延長アンテナを用いて見通しの良い位置までアンテナを
移設してください。
（延長アンテナの提供は別途お見積り）

センサから10cm以上
の水位

リプロ（株） ・集水枡内などコンクリートに囲まれた場所もしくは地下に該当する場所 ― ―

NTTインフラネット（株）

●水流が激しい場所（急流や落差のある箇所）
→ フロートが流される、センサが破損する恐れあり。河川や堤防など。
●波や渦が強い場所
→ フロートが上下以外の動きをして誤検出する恐れあり。
●ゴミや藻が多い場所
→ フロートが絡まり、動作不良を起こす恐れあり。
●氷結する可能性のある場所
→ フロートが凍結して動かなくなる恐れあり。
●非常に浅い場所
→ フロートが底に当たり、測定不能になる恐れあり。

①水面の安定性を確認
強い流れや波がある場所は避ける。フロートが上下方向にスムーズに動ける環境を確保。
②障害物の除去
ゴミ、藻、氷などが絡まないよう、設置前に清掃。周囲に構造物や突起がないことを確認。
③固定方法の適正化
センサ本体や通信機と接続するケーブルをしっかり固定し、外部からの影響を受けて動かないようにする。
④水位変化範囲の確認

フロートが測定範囲内で自由に動けるように設置高さを調整。極端な低水位や高水位でフロートが引っかからないよう
にする。
⑤メンテナンス性の確保
定期的な点検・清掃が可能な位置に設置。ゴミや藻の付着を防ぐため、アクセスしやすい場所を選ぶ。
⑥環境条件への対応
氷結の恐れがある場合は防氷対策を実施推奨。塩害や腐食の可能性がある場合は耐久性の高い防護BOX等を設置。

センサ下部より20㎜

京セラコミュニケーショ
ンシステム（株））
/マスプロ電工（株）
/ゼロスペック（株）

・センサを水平方向や上下逆さまに設置しないといけない場所
・金属に囲まれている場所（条件によっては通信できる場合あり）

・設置場所検討時に、通信可能なエリアを確認すること（センサの貸出も可能）。
https://www.kccs.co.jp/sigfox/area/
・設置時は、通信確認ツールを用いて通信環境を確認すること。
・設置場所周辺の雑草は除去すること。また、センサの正面方向や上方向については、1m以上のスペースを取ること
を推奨
・垂直設置を想定したセンサのため、斜めに設置すると通信時に影響を受ける可能性がある
・結束バンド固定の場合は、センサがずれないように適宜クッション材などを挟むこと
・センサ裏面にデバイスIDが記載されているため、設置中もデバイスIDを確認できる部分にIDシールを貼るなどの対応
を推奨

制限なし（浸水検知部
がセンサ最下部から高
さ約２ｃｍのところにあ
ることを考慮すること）

ニタコンサルタント
（株）/SCSK（株）

特になし。
*機器の設置できるスペースの無い所には不可となります。
*建物や森など電波を遮る遮蔽部がある場合は避けて設置するようにしてください。

浸水センサー(検知部)は接地面に
対して垂直に設置し、冠水の恐れがある側に穴を向けてください。
ソーラーパネルは南向き(もしくは上部)に傾けて設置してください。
なお、ソーラーパネルの上部に木々など太陽光をさえぎるものが無いように設置ください。

センサ下部より
1cm以上

応用地質（株）

・通信エリア外の場所、通信に影響を与えるノイズが発生する場所
・センサ部にごみや泥等が付着しない場所
・センサ部が腐食する可能性がある場所(酸性やアルカリ性の強い場所、海水や汽水、硫化水素などの腐
食性ガスや、その他有害物資が認められる場所など)
・水流が激しい場所
・氷結する可能性がある場所

・通信部は通信を遮る環境ではない場所、かつ水没しない場所に設置してください。
・通信部、センサ部、ケーブルは確実に固定してください。(ケーブル長：10m)
・センサ部のフロートが鉛直方向に稼働するようダイヤルで調整して設置してください。
・定期的にセンサ部を清掃する必要があるため、メンテナンス可能な位置に設置してください。

センサ下部より
５㎝以上

エヌエスティ・グローバ
リスト（株）

― ― ―

旭光電機（株） 雑草・藻など、センサ部に導電性物質が接触する場所 ねじ止めをする場合、自治体様にてねじのご準備をお願いいたします
センサ下部より

20㎜以上

ワンコイン浸水センサ実証実験 機器情報比較表②

3



67,000 30,000 別途お問合せ

※センサ：7,000円/台、中継装置：60,000円/台

（1）接触式
（2）センサ側
　　センサ・通信装置一体型
　　4センサ内蔵
　（浸水レベル　3㎝,10cm,20cm,30cm）
（3）LTE

・浸水センサ：1台 111,000 42,000

太平洋工業（㈱）（FLMS）
（1）圧力式
（2）サーバ
（3）LTE

・浸水センサ：1台
・通信装置：1台

51,000 4,800 別途お問合せ
※価格は変動する可能性があり、発注前に見積書を
提示

50,000
・専用壁面固定金具：5,000円
・専用電極保護管：1点検知用 1,000円
　　　　　　　　2点検知用 2,000円

※電極延長タイプは長さによって
別途費用必要

ポールなどがない地面上に設置する際に使用
　・専用杭7cm角（センサが中に入る）：5,000円
　・専用杭4.5cm角（側面にセンサ取付）：590円

60,000
・水ピィ杭専用アプリケーション
　センサ数本体1個あたり：1,500円/月

※検知部の電極は標準仕様電極間距離20cmとし、
電極延長タイプは長さによって別途費用必要

・本体内部の電池交換費用：5,000円/個

7,000 6,000

・浸水検知時間、浸水検知継続時間の設定変更が可
能。別途費用が必要。
尚、設定変更作業は弊社側でデバイスを用いて実施
するものであり遠隔で作業できないため、発注時に
依頼いただくことが望ましい

※諸経費として上記に加え、10台あたり100,000
円～200,000円かかる

※デバイス販売は10台から

・弊社独自の「SUIJINアプリ」を併用することで、
浸水検知時にアラートメールを受け取ることができ
る。
尚、上記アプリの利用にあたっては別途基本料金が
発生（詳細につきましてはお問合せください）

NTTインフラネット（株）
浸水センサ
　ワッティー株式会社（HL-MC1A）
通信装置
　NTTテレコン株式会社（MBL-M2-TNCU）

（1）フロート式
（2）センサ
（3）LTE

・浸水センサ：HL-MC1A 1台
・通信装置：MBL-M2-TNCU 1台

50,000 7,320
メール通知
費用：1箇所1アドレスにつき100円
（※詳細はお問合せください）

121,000 72,000

※センサ(通信部1台+検知部1本)： 26,000円、
通信装置：95,000円

※中継器はオプションで一式130,000円

145,000 72,000

※センサ(通信部1台+検知部1本)： 50,000円、
通信装置：95,000円

※中継器はオプションで一式130,000円

136,000 78,000

※センサ(通信部1台+検知部1本)： 26,000円、
通信装置：110,000円

※中継器はオプションで一式130,000円

160,000 78,000

※センサ(通信部1台+検知部1本)： 50,000円、
通信装置：110,000円

※中継器はオプションで一式130,000円

190,000 20,000 別途お問合せ

※センサ本体：180,000円/台、
クラウド費用（初期登録費用）：10,000円/台

※年度途中での解約不可

6,000 別途お問合せ

通信：3,600円、サーバ：2,400円

66,000 別途お問合せ

通信：6,000円、サーバ：60,000円

12,000

（1）接触式
（2）センサ
（3）特定小電力無線

※デバイス販売は10台からのご案内
※諸経費は初期動作確認・運送・Sigfoxクラウド準
備・資料準備費用等
※諸経費は台数や設定変更の有無で変動
※イニシャルコスト、ランニングコストともに、年
度毎に利用開始月に契約、翌月末までのお支払いと
させていただきます

（1）接触式
（2）センサ
（3）SigFox

オプション機能

※電極延長タイプの定価　本体価格A)にプラス
1m  9,000円
2m 10,000円
3m 11,000円
4m 12,000円
5m 13,000円
別途必要
２点検知タイプ
電極間距離を任意でオーダーする場合は都度見積も
り
※個数が増えても１台あたりの金額は同じ
※自社アプリにメール通知機能を標準で含む

年額　ランニングコスト計
（通信費＋サーバー運用費）

（円：税抜）

・浸水センサ：1台
・中継装置（通信機能搭載）：1台

備考(条件)

・浸水センサ：水ピィ杭２型 1台
・通信装置：1台

・浸水センサ：水ピィ杭２型
　２点検知タイプ 1台
・通信装置：1台

イニシャルコスト（センサ費用等）
（円：税抜）

・浸水センサ：SUIJIN 1台

屋外用通信装置：都度見積

アンテナ延長ケーブル：4,900円

中継装置-ソーラーパネル間電源延長ケーブル
　1m：4,900円、3m：6,000円

通信部-検知部間延長ケーブル：都度見積

ソーラーパネル：23,000円

検知部：8,000円

センサ
メーカ名

（1）検知方式
（2）浸水判定場所
（3）通信方式

光陽無線（株）／太陽誘電（株）

（株）リプロ
（1）接触式
（2）センサ
（3）SigFox

（1）電波式
（2）サーバ
（3）LTE

旭光電機（株）
（1）接触式
（2）センサ
（3）LTE-M

・浸水センサ：LSEG屋外用LTE版 1台
　(センサ・通信装置一体型)

38,000

京セラコミュニケーションシステム（株）
マスプロ電工（株）
ゼロスペック（株）
ＳＵＩＪＩＮ

125,690
・浸水センサ：LoRa集約タイプ 1台
・通信装置：1台

エヌエスティ・グローバリスト（株）

（1）接触式
（2）センサ
（＋通信（子局））
（3）LoRa無線

（1）接触式
（2）センサ
（3）特定小電力無線

（1）接触式
（2）センサ
（3）特定小電力無線

ニタコンサルタント(株)/(株)Skeed
 みずくる

応用地質（株）
（1）フロート式
（2）サーバ
（3）LTE-M

・浸水センサ：みずくる 1台
・通信装置：（ゲートウェイ）1台

・浸水センサ(※920MHz長距離用)
　　　　　　　　　：みずくる1台
・通信装置：（ゲートウェイ）1台
※中継器と同等の通信方式

冠すいっち 1台

※冠すいっち1台につき浸水センサ2台
＋通信装置１台を含みます。

・浸水センサ：みずくる 1台
・SIM対応通信装置：（ゲートウェイ）1台

・浸水センサ(※920MHz長距離用)
　　　　　　　　　：みずくる1台
・SIM対応通信装置：（ゲートウェイ）1台
※中継器と同等の通信方式

（1）接触式
（2）センサ
（3）特定小電力無線

センサ10台の場合の年額ランニングコスト
通信費：60,000円、サーバ費：60,000円

クラウド費用
・月額クラウド利用料（通信費を含む）
・初期登録・登録変更料
・メールアドレス登録変更料
 ※年度が替わる際にご担当者様が変わる時など、
　警報メールの送信先を変更するための費用です。

別途送料

別途送料

センサ1台設置時価格表 令和8年度予定価格
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670,000 300,000 別途お問合せ

※センサ：7,000円/台、中継装置：60,000円/台

（1）接触式
（2）センサ側
　　センサ・通信装置一体型
　　4センサ内蔵
　（浸水レベル　3㎝,10cm,20cm,30cm）
（3）LTE

・浸水センサ：10台 1,110,000 420,000

太平洋工業（㈱）（FLMS）
（1）圧力式
（2）サーバ
（3）LTE

・浸水センサ：10台
・通信装置：10台

510,000 48,000 別途お問合せ
※価格は変動する可能性があり、発注前に見積書を
提示

500,000
・専用壁面固定金具：5,000円
・専用電極保護管：1点検知用 1,000円
　　　　　　　　2点検知用 2,000円

※電極延長タイプは長さによって
　別途費用必要

ポールなどがない地面上に設置する際に使用
　・専用杭7cm角（センサが中に入る）：5,000円
　・専用杭4.5cm角（側面にセンサ取付）：590円

600,000
・水ピィ杭専用アプリケーション
　センサ数本体1個あたり：1,500円/月

※検知部の電極は標準仕様電極間距離20cmとし、
電極延長タイプは長さによって別途費用必要

・本体内部の電池交換費用：5,000円/個

70,000 60,000

・浸水検知時間、浸水検知継続時間の設定変更が可
能。別途費用が必要。
尚、設定変更作業は弊社側でデバイスを用いて実施
するものであり遠隔で作業できないため、発注時に
依頼いただくことが望ましい

※諸経費として上記に加え、10台あたり100,000
円～200,000円かかる

※デバイス販売は10台から

・弊社独自の「SUIJINアプリ」を併用することで、
浸水検知時にアラートメールを受け取ることができ
る。
尚、上記アプリの利用にあたっては別途基本料金が
発生（詳細につきましてはお問合せください）

NTTインフラネット（株）
浸水センサ
　ワッティー株式会社（HL-MC1A）
通信装置
　NTTテレコン株式会社（MBL-M2-TNCU）

（1）フロート式
（2）センサ
（3）LTE

・浸水センサ：HL-MC1A 10台
・通信装置：MBL-M2-TNCU 10台

500,000 73,200
メール通知
費用：1箇所1アドレスにつき100円
（※詳細はお問合せください）

485,000 72,000

500,000 78,000

950,000 100,000 別途お問合せ

※センサ本体：180,000円/台
クラウド費用（初期登録費用）：10,000円/台

※年度途中での解約不可

572,990 27,600 別途お問合せ

通信：3,600円、サーバ：24,000円

380,000 120,000 別途お問合せ

通信：60,000円、サーバ：60,000円

備考

光陽無線（株）／太陽誘電（株）

（1）電波式
（2）サーバ
（3）LTE

・浸水センサ：10台
・中継装置（通信機能搭載）：10台

センサ
メーカ名

（1）検知方式
（2）浸水判定場所
（3）通信方式

(条件)
イニシャルコスト（センサ費用等）

（円：税抜）

年額　ランニングコスト計
（通信費＋サーバー運用費）

（円：税抜）
オプション機能

ニタコンサルタント(株)/(株)Skeed
 みずくる

（1）接触式
（2）センサ
（3）特定小電力無線

・浸水センサ：みずくる 10台
・通信装置：（ゲートウェイ）1台
・中継器：1台

屋外用通信装置：都度見積

アンテナ延長ケーブル：4,900円

中継装置-ソーラーパネル間電源延長ケーブル
　1m：4,900円、3m：6,000円

通信部-検知部間延長ケーブル：都度見積

ソーラーパネル：23,000円

検知部：8,000円

別途送料

・浸水センサ：みずくる 10台
・SIM対応通信装置：（ゲートウェイ）1台
・中継器：1台

（1）接触式
（2）センサ
（3）特定小電力無線

別途送料

・浸水センサ：水ピィ杭２型
　２点検知タイプ 10台
・通信装置：10台

京セラコミュニケーションシステム（株）
マスプロ電工（株）
ゼロスペック（株）
ＳＵＩＪＩＮ

（1）接触式
（2）センサ
（3）SigFox

・浸水センサ：SUIJIN 10台

※デバイス販売は10台からのご案内
※諸経費は初期動作確認・運送・Sigfoxクラウド準
備・資料準備費用等
※諸経費は台数や設定変更の有無で変動
※イニシャルコスト、ランニングコストともに、年
度毎に利用開始月に契約、翌月末までのお支払いと
させていただきます

（株）リプロ
（1）接触式
（2）センサ
（3）SigFox

・浸水センサ：水ピィ杭２型 10台
・通信装置：10台

120,000

※電極延長タイプの定価　本体価格A)にプラス
1m  9,000円
2m 10,000円
3m 11,000円
4m 12,000円
5m 13,000円
別途必要
２点検知タイプ
電極間距離を任意でオーダーする場合は都度見積も
り
※個数が増えても１台あたりの金額は同じ
※自社アプリにメール通知機能を標準で含む

旭光電機（株）
（1）接触式
（2）センサ
（3）LTE-M

センサ10台の場合の年額ランニングコスト
通信費：60,000円、サーバ費：60,000円

・浸水センサ：LSEG屋外用LTE版 10台
　(センサ・通信装置一体型)

応用地質（株）
（1）フロート式
（2）サーバ
（3）LTE-M

クラウド費用
・月額クラウド利用料（通信費を含む）
・初期登録・登録変更料
・メールアドレス登録変更料
 ※年度が替わる際にご担当者様が変わる時など、
　警報メールの送信先を変更するための費用です。

エヌエスティ・グローバリスト（株）

（1）接触式
（2）センサ
（＋通信（子局））
（3）LoRa無線

・浸水センサ：LoRa集約タイプ 10台
・通信装置：1台

冠すいっち 5台

※冠すいっち５台の場合、浸水センサ
１０台＋通信装置５台となります。

センサ10台設置時価格表 令和8年度予定価格
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複数台設置によって、1基あたりに
要する費用が低減するセンサもある
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センサメーカ 製品URL、設置ガイドURL等

光陽無線（株）/太陽誘電（株） 製品URL：https://musen.com/product/

太平洋工業（株） HP： https://www.pacific-ind.co.jp/product/iot/#flms

リプロ（株） 製品URL： https://ripro-gl.jp/i-ripro/?page_id=660

NTTインフラネット（株） 製品・システムURL： https://www.nttinf.co.jp/service/gaia-fits

京セラコミュニケーションシステム（株）
/マスプロ電工（株）/ゼロスペック（株）

製品URL： www.kccs.co.jp/contents/ict/service/flood-detection/

ニタコンサルタント（株）/SCSK（株） ・ニタコンサルタント㈱
みずくるHP URL： https://www.nita.co.jp/system/mizukuru/
みずくる パンフレットURL： https://www.nita.co.jp/pdf/mizukuru-.pdf

応用地質（株） 製品URL：
https://www.oyo.co.jp/services/products-list/flood-monitoring/flood-
sensor/

エヌエスティ・グローバリスト（株） 製品URL： https://www.nstg-sr.com/

旭光電機（株） HP： https://www.kyokko.co.jp/technology/oc-sensor

https://musen.com/product/
https://www.pacific-ind.co.jp/product/iot/#flms
https://www.pacific-ind.co.jp/product/iot/#flms
https://www.pacific-ind.co.jp/product/iot/#flms
https://ripro-gl.jp/i-ripro/?page_id=660
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https://ripro-gl.jp/i-ripro/?page_id=660
https://ripro-gl.jp/i-ripro/?page_id=660
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https://www.nttinf.co.jp/service/gaia-fits
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https://www.nttinf.co.jp/service/gaia-fits
https://search.kccs.co.jp/click?url=https%3A%2F%2Fwww.kccs.co.jp%2Fcontents%2Fict%2Fservice%2Fflood-detection%2F&query=%E6%B5%B8%E6%B0%B4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B5&charset=UTF-8&site=KWD7IN4N&group=1
https://search.kccs.co.jp/click?url=https%3A%2F%2Fwww.kccs.co.jp%2Fcontents%2Fict%2Fservice%2Fflood-detection%2F&query=%E6%B5%B8%E6%B0%B4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B5&charset=UTF-8&site=KWD7IN4N&group=1
https://search.kccs.co.jp/click?url=https%3A%2F%2Fwww.kccs.co.jp%2Fcontents%2Fict%2Fservice%2Fflood-detection%2F&query=%E6%B5%B8%E6%B0%B4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B5&charset=UTF-8&site=KWD7IN4N&group=1
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https://www.nita.co.jp/pdf/mizukuru-.pdf
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https://www.oyo.co.jp/services/products-list/flood-monitoring/flood-sensor/
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